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利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

61

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1  自己評価及び外部評価結果

4079400380

法人名 有限会社ＹＯＵ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 　緑に囲まれた環境の中で、地元の方々には慣れ親しんだ、福智山が、四季折々の壮大な姿を見せてくれま
す。天気の良い日は、屋外にでかけ景色を楽しむことができます。施設内は、ノロウイルスやインフルエンザ
の予防、不快臭の除去の為に、オゾン発生器を設置しています。居間、廊下は床暖房、脱衣室にも暖房を設置
し、急激な温度変化によって、体調を崩すことのないようにしています。居室は、履き出し戸を採用し採光の
良い圧迫感の無い空間を提供しています。当事業所は、開設から10年以上が経過し経験のあるスタッフが個々
の状態に応じた適切なサービを提供しております。毎日挨拶をする際は、顔色や少しの表情の変化を見逃さな
い様に配慮しています。利用者様には入居後も生きがいを持って慣れ親しんだ地域の中で継続した生活が送れ
るように買い物の支援・四季折々の花見・外出の機会・社会参加活動を行い、保育所の児童との交流やご家族
や地域のボランティアも参加して夏祭りを開催しています。

グループホーム悠友
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4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

70

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66

4. ほとんどない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

福岡県直方市知古１丁目６番４８号

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 平成30年12月1日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない

65

事業所名

自己評価作成日 評価結果確定日平成３０年１１月２０日 平成３０年１２月７日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
開所時からの理念を共用空間に掲示し、日頃から笑顔を意識し、入居者とともに明るく楽しく過ごすことを目
指した声かけで、理念の実践に努めている。介護支援専門員の資格を持つ職員が５名もおり、個々の入居
者の言動の背後にある思いを把握し、大声を出したり、「（家に）帰る」などの言動をそのまま受け入れたり、
昼夜逆転や不穏行動については、専門医療機関に相談している。前回の運営推進会議は家族会と同日に
開催され、年末の餅つきには運営推進会議メンバーが参加予定である。恒例の夏祭りは今年も盛況で、地
域2ヶ所の保育園児の和太鼓やダンスの披露、ボランティアの来訪などで、笑顔になる交流が継続し、毎月
のホーム便りは笑顔満面の入居者で溢れている。開所１３年目となり、近隣に市営住宅が建設されるなど環
境の変化はあるが、地域包括ケアを目指した取り組みが期待できるホームである。

基本情報リンク先

田川郡福智町神崎１０９８番地１９５所在地

特定非営利活動法人ヘルスアンドライツサポートうりずん　

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/40/index.php
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自己評価および外部評価結果

第一／グループホーム悠友

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

ユニット／
事業所名

参加している地域同業者協議会主催の身体
拘束に関する研修会に参加し、伝達講習な
どで適正化に取り組んでいる。夕方になると
「（家に）帰る」と不穏になる入居2ヶ月目の入
居者には、気分転換に外出に同行したり、こ
だわりを受け入れた声かけをしている。

   職員研修や毎月の職員会議で常に拘束や虐待防
止の指導を行っている。精神的な虐待につながる不
適切な声掛けについてのアンケートを実施、結果に
基づいて学習会を行っている。定期的にアンケートを
実施する計画である。

隣組とのかかわりや運営推進委員に地域の代表の
方に就任していただいたり、地域の保育所との交流を
通じて、地域の一員として関わりが持てるように努め
ている。また、夏祭りや餅つき大会にはでは近隣住民
のかたの参加呼びかけを行い、地域の方の意見や交
流を大切にしている。

恒例の夏祭りは、家族を含め80名もの参加
があり、年末の餅つきには運営推進会議メン
バーが参加予定である。地域2ヶ所の保育園
児の和太鼓やダンスの披露、ボランティアの
来訪などで、笑顔になる交流が継続してい
る。又、障害者施設にホーム周囲の草取り等
の委託も継続している。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

　理念を実践するために、毎日職員と利用者で一緒
に理念の唱和を行い、理解につなげている。臥床の
状態の利用者様においても、できる限りホールに誘
導して、自立に向けてのきっかけを怠らないようにし
ている。

開所時からの理念を共用空間に掲示し、毎
月発行しているホーム便りにも掲載してい
る。日頃から笑顔を意識し、入居者とともに
明るく楽しく過ごすことを目指した声かけで、
理念の実践に努めている。

　 運営推進会議や家族会等の機会を通じて、ホーム
の実態説明や利用者の状況等、認知症の理解につ
なげるため勉強会を行っている。

運営推進会議には、経過報告、利用者の状況、行事
計画等詳細に報告している。外部評価についても、改
善項目と具体的な取り組みを報告しご意見を頂くよう
にしている。また様々なご意見をお伺いしている。

前回の運営推進会議は家族会と同日に開催
され、11名の家族が参加している。会議では
行事や職員研修等を報告し、ホーム便りで
会議開催を報告している。会議後の雑談が
情報交換の場になることも多く、身体拘束も
話題に上がっている。

運営推進会議設置目的を鑑み、毎
月発行されているホーム便りに会
議内容を記載し、更なる会議の周
知を期待します。

地域包括支援センターが町に設置されており、運営
推進委員に就任して頂いている。推進会議では情報
交換を行ったり、様々な助言をいただいている。また、
ｈ３０年度についても福智町主催の研修会への参加
をしている。

地域包括支援センター主催の地域づくりの
研修会に参加し、日頃から連携に努めてい
る。町の補助を受け、全入居者がインフルエ
ンザの予防注射を接種している。

毎年実施している全職員を対象とした(臨時パート職
員を含）研修会や年間研修計画に基づいて指導を行
い、身体拘束をしないケアに取り組んでいる。また具
体的な行為以外についても、身体拘束になり得る事
も理解して頂くため、新聞記事などを紹介し意見交換
している。また、毎月職員会議前後に身体拘束廃止
委員会で、意見交換を行っている。玄関の施錠は、夜
勤帯以外は行っていない。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用に
あたっては性別や年齢等を理由に採用対象から
排除しないようにしている。
また、事業所で働く職員についても、その能力を
発揮して生き生きとして勤務し、社会参加や自己
実現の権利が十分に保証されるよう配慮している

14 （10） ○人権教育・啓発活動
法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

ハローワークや退職する職員の勧めで入職
した職員もあり、10代～70代と年齢に幅のあ
る男女の職員が就労している。管理者は「や
さしいのが一番」と話している。新規入職者
は約３ヶ月の研修後に夜勤に入ったり、初任
者研修や技術向上研修の受講を支援し、人
材育成に取り組んでいる。申請した介護職員
処遇改善加算は、ベースアップや特別手当
で支給してる。

人権研修への参加を呼び掛けしており、町内の
人権研修などできる限り参加している。ホーム
長は人権擁護委員に就任しており、様々な施
設等で人権啓発活動に参加している。

　 意見箱の設置や家族会で意見を聞く場を設
けている。また、日常の会話、面会時や電話連
絡に家族から聞き取りするようにしている。

ホーム便りとは別に、其々の入居者の笑顔
満載のホーム便りを家族に送付し、意見の
表出を促している。来訪時や電話連絡時に、
「洗濯物を干すことを支援して欲しい」「少し
だけでも、外に出して欲しい」等の個別の要
望を伺っている。調査時も来訪した家族に丁
寧な対応が行われていた。

　 職員研修会、毎月の職員会議で聞き取りし、
反映させている。職員が意見を出しやすいよう
個別に話を聞く機会を設けている。話し合いに
よって、業務・作業内容の変更や休憩時間の変
更を行ったこともある。

半日4時間ではなく８時間のほうが働きやす
いとの職員の意見で、業務時間の見直しをし
ている。職員間の協力は必要であるが、業
務手引きに沿った勤務時間や夜勤帯の休憩
時間等を周知していると管理者は話してい
る。

給与においては、キャリアパスの導入や、資格手当
の見直し長期の勤続年数者の従業員には表彰を行
い更にやりがいを感じながら働ける様な職場つくりに
努めている。また、臨時職員から正規雇用への採用
や、勤務日数・、有休・休日希望日についても相談に
応じるなど、働きやすい環境整備に努めている

   毎年職員研修で成年後見制度や、日常生活
自立支援事業についてパンフをもとに学習会を
実施している。契約時にもパンフを用いての説
明を行い、制度活用の必要性があるか意見を
伺い支援体制を整えている。

日常生活自立支援事業や成年後見制度に
関する学習で、内容やその違いを周知して
いる。契約時に制度等を紹介しているが、現
在まで利用者はいない。

契約等においては必ず事前に丁寧な説明を行
い、ご理解をいただいたうえで契約を行うように
している。（看取りに関する項目についても説明
を行っている。）

町主催の人権研修に参加し伝達研修を実施
したり、年間計画に人権研修を組み込んでい
る。日頃から、入居者に対する言葉かけ等、
尊厳に配慮されているか注意を促している。

定年は設けているが、 認知症高齢者に理解があり、
高齢者を敬う気持ちがある人であれば性別・年齢に
関係なく対象としている。ホームで勤務している職員
は、年齢、人生経験も様々で、個々の持ち味があり、
お互い良い部分を吸収し合いながら、それぞれが能
力を発揮し生き生きと勤務されている。また必要な場
合、勤務シフトの配慮を行う等、可能な限り配慮して
いる。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

15 ○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、関係づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

職員はご利用者様に対して、相互的に必要で
あることを理解しており、互いに協同しながら生
活している。そのため「与える介護」ではなく当
ホームの理念でもある共に生き生きできる関係
にあり互いに支えあうことができている。

職員は家族を支援対象者ととらえると共にご利用者
様をともに支える支援者としてサービス提供を拒否す
る場合や、受診等で家族の支援を得るようにしてお
り、共に本人を支えていくような関係作りに努めてい
る。

施設見学や契約時に丁寧な聞き取りをしながらアセ
スメントを行っている。利用者は認知症の方に限られ
る為本人が自ら要望を訴えることは少ないが、入居
間もない時は特に、支援をしていく中で様子観察や話
を伺いながら、本人の困っていること・不安などをくみ
取りながら一緒に解決していけるように努めている。

施設見学や家庭訪問の際、家族から、どのような支
援を必要としているか、困っていることや現在抱えて
いる問題などを伺い、家族の要望を伺いながら関係
を築いている。また、入居後も定期的にご利用者の状
態等を連絡したり、ご要望などはないか伺うようにし
ている。

初期のサービス利用時には、ご本人の生活の
ペースやリズムを観察しながらどのような生活
を希望されているか見極めている。声掛けの
トーンや距離感などにも配慮している。

町内のグループホーム協議会と市郡のグループホー
ム連絡会、田川地区事業者協議会の３つに所属して
おり、管理者等は会議や研修に参加し情報提供や
ネットワークの強化を行っている。合同の研修会や利
用者の紹介など以前に増して交流が深まってきてい
る。

  町や連絡会主催の研修参加を呼びかけたり、参加
した場合は研修報告で他の職員へ情報提供してい
る。各種研修案内や、働きながら資格取得出来るよう
に勤務日程調整を行うなど受講環境の配慮をしてい
る。また、全員を対象とした職員研修を実施している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

サービス利用開始時にアセスメントを行い、職員間で
伝達できるように伝達ノートの記載や基本情報の整
理を行っており、どのような経緯でサービスに至った
のか、どのような支援を必要・希望しているのかを正
確にとらえサービス提供に努めている。急な環境の
変化で戸惑う事がないように出来る限り配慮している

個人記録、業務日誌や申し送りで把握している。ま
た、詳細に理解することができるように伝達ノートへ
記載し把握できるようにしている。新規利用者様にお
いては入居前の生活歴や習慣などサービス利用開
始時に伺うようにしている。

利用者様の状態が変わった時や受診結果などで課
題ができた場合は、電話連絡を行いその都度状況報
告をしている。その際は、ご家族の要望を伺い職員間
で検討したうえで介護計画を作成している。必要な場
合、ホームで医師・訪問看護師・家族・職員を交えて
話し合いを持つようにしている。

担当者会議でモニタリング結果や入居者や
家族の意向を話し合い、毎日短期目標計画
表をチェックして、一人ひとりの計画や実践
状況を全員が共有している。楽しく暮らした
いとの入居者の意向を具現化するために、
転倒防止に留意したケアを実践している。

把握した意向やリスクの高い課題を
を最優先に記載する目標の設定
で、より現状に即した計画の作成を
期待します。

利用者様同士の相性等を考慮し、食堂での席はトラ
ブルにならないよう配慮したり、事前に決めている
が、食事以外では誰でも自由に好きな場所で思い思
いに過ごしていただけるようにしている。隣の席の利
用者様に対して手を差し伸べてあげるなどの場面も
ある。

   別の施設、病院に移った方の誕生日などに面会し
たり、家族に手紙を出したりして関係づくりを継続する
よう努めている。利用者ご家族へ年賀状をお送りした
り、看取りを行った利用者様のご家族においてもその
後のフォローを行っている。

本人の希望や意志を汲み取る事ができるように、本
人の声に耳を傾け介護にあたっている。認知症や病
気で言葉で伝えることができない方については、表情
や様子（いつもと違う）などに注意しながら介護にあ
たっている。

介護支援専門員の資格を持つ職員が５名お
り、大声を出したり、「（家に）帰る」など、個々
の入居者の言動の背後にある思いの把握に
取り組んでいる。「買い物に行きたい」との要
望には、買い物日を設けている。

  本人が希望された場合は 散髪、病院など今まで利
用していた施設等を継続している。自宅近くのかかり
つけ病院に受診されているご利用者様は、病院で友
人に会うこともあり、大変喜ばれている。また、受診帰
りに本人の通っていたスーパーなどで買い物をした
り、自宅周辺をドライブするなど、馴染みの場所をなく
さないよう努力をしている。

以前はデイサービスやカラオケで一緒だった
方の来訪もあったが、顔が認識できなくなり
足が遠のいている。自宅に１～２泊したり、家
族と病院受診で外出したり、ひ孫の運動会を
見に家族と外出する入居者もあり、家族との
関係継続を支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

33 ○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

入居の段階で、終末期や重度化した場合はど
のような支援を望まれているかご家族の意思を
書面で確認し、病状が悪化した場合等は説明
を行った上で、段階的にご家族の意思を確認し
ている。その場合、ホームでの支援体制等もご
説明し、ホームでの看取りを希望された場合
は、ご家族の泊りの支援もしている。

昨年は１名の方の看取りを支援している。今
年は４名の方が入院先で約１週間内で逝去
されている。前日まで、紅葉見学に元気に出
かけたり、食事をいつものように食べて夜間
に急変された方もあるが、家族も納得された
最期となっている。今後も本人や家族に意向
を重視して支援する予定であるが、時間外の
医療支援が課題となりつつある。

入所の段階でホーム連携医療機関のご説明を
させていただいた上で、本人およびご家族の決
定を尊重しかかりつけ医を希望される場合は継
続して受診できるよう支援している。

内科や歯科の定期的な往診や訪問看護で、
適切な医療受診を支援している。緊急受診
時は治療に家族の同意が必要な場合が多
く、家族に同行をお願いしている。昼夜逆転
や不穏行動のある入居者の内服薬につい
て、専門医療機関に相談している。

訪問看護契約を行っており、定期的に看護師の訪問
があり、利用者さんの状態を報告し、相談したり、緊
急時に連絡し指示を仰いでいる。些細な事でも報告し
指示を仰いでいる。最近は、特別指示書による訪問
看護を利用するケースが増加している。

入院時は、職員が面会するとともに、家族、医療機関
との連携に努め、早期退院出来るよう、情報交換や
相談に努めている。　定期的に足を運ぶことで病状の
把握を行い退院後の対応を職員間で検討し受け入れ
体制を十分に備えられるようにしている。

個人記録で日々目標設定に向けた取り組みが実践
できているか、チェックを行い、介護者においても十分
なケアがなされているかケアチェックを実施し、介護
計画の見直しにつなげている。

病院、自宅への送迎など、本人、家族の、その時々
の要望に応じ適宜対応している。また、遠方のご家族
の面会時の送迎支援やご家族が中々来所できない
かたは、衣替え等の支援、衣服の補充等を行ってい
る。

   公園散策での施設の利用、文化祭、夏祭り等楽し
みのある暮らしができるよう支援している。また、避
難、通報、消火訓練等地域、関係機関の協力を得な
がら安全な暮らしを支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

美容師の方の来訪を受け入れ、希望者は髪の
手入れをしている。又本人を連れて外出し洋服
や化粧品を購入して頂くなどその人らしさを損
なわないように配慮している。ズボンの裾上げ
など希望する方については行っている。

利用者様の好き嫌いを把握し、献立を工夫し楽
しい食卓となるように配慮している。又、伴食し
ながら嚥下状態、嗜好の把握個々の状態に合
わせた食事形態の準備などを行っている。豆や
芋づるのすじとり、最近は、干し柿の皮むきなど
出来ることを職員と行っている。

訪問販売でお好みのパンを購入したり、から
あげが食べたいとかホームで作った梅酒が
欲しい等、日頃から、好みを表出される事が
多い。お雛祭りで甘酒やチラシ寿司、夏は庭
でバーべキュー、大晦日は蕎麦、元旦はお
屠蘇やおせちと季節の料理を楽しんでいる。

ご利用者様に対する声掛け・呼称・介護姿勢に
おいて個人の尊重・誇りを損なわないように努
めている。また、声かけにおいて、職員会議で
どのような声掛けが適切であるかなど、意見交
換を行い、温かみのある言葉で介護にあたるよ
うに心がけている。

管理者は入居者も職員の応対によって、態
度が変わることを指導し、笑顔で入居者の尊
厳を損なわない声かけや対応に努めてい
る。再三大声を出す入居者もあるが、そのま
まを受け入れる職員の対応から、「うるさい」
と言いながら世話を焼く入居者もある。

利用者様の状態が以前に比べ重度化されてい
ることもあり、希望を汲み取る事が難しくなって
きてはいるが、その日に着る洋服を選んで頂い
たり、食事の内容を変更するなどの工夫を行っ
ている。

   皆さん出来るだけ思いおもいに過して頂いて
おり、体調に合わせて、入浴・食事の時間や外
出などできる限り本人の希望に添えるようにし
ている。

   内部研修や救命救急講習等を積極的に受講
し、知識を身につけるようにしている。また、
AEDを備えている為、緊急時慌てず対応できる
ように年1回、講師を呼んで繰り返し訓練を行っ
ている。

   職員、利用者全員参加して、消火、通報、避
難訓練を年２回実施している。水消火器を利用
しての消火訓練も同時実施している。また毎月
職員会議後に防災自主点検を行っている

年２回、全入居者を屋外に避難させる訓練を
実施している今回は、前回消防署からの指
導を受けた避難済みの居室の表札を裏にす
ることを徹底した訓練を実施している。玄関
にAEDを設置し、販売元が持参したAEDで年
１回取り扱いを訓練している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

45 （19） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

49 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

 行事等で変更することはあるが、入浴に関して
は、曜日を決めている。不平不満がないよう
に、順番を変えて入浴している。　但し、本人
が、入りたくない時間帯の変更を行うなど柔軟
な対応をしている。

大きめの個浴槽が設置され、週３回入浴を
支援している。リフトを使用している入居者も
多く、リフトの活用で安全で安楽な入浴となっ
ている。担当する職員を見て、「入らん」と言
われ、お願いして入っていただくなど対応に
工夫をしている。

排泄チェック表を基に、トイレ誘導行っている。夜間以
外は、出来るだけ紙パンツの使用を避け、朝の更衣
時にはパンツに更衣して自然な状態で過ごして頂い
ている。紙パンツやオムツを着用されている利用者様
においても便器に座っていただき、排泄を促す等心が
けている。

排泄が自立している入居者もあるが、尿意
や便意のある入居者にはトイレに同行した
り、無い場合は声かけや誘導でトイレでの排
泄を支援している。排便困難な入居者には
座薬を使用し、トイレでの排便を促している。

個々の体調や習慣に合わせられるように就床時間は
定めておらず、 眠れない方には、お茶を勧めたり、一
緒に話をして過している。日中と夜間の区切りをつけ
るために、就寝時は寝間着に、きちんと着替えをして
気持ちよく寝れるよう支援をしている。

服薬時には誤薬のないように必ず名前・日付を声に
だして確認しており、個人の薬については用法・用量
に注意事項があれば必ず伝達ノートおよび申し送り
行い理解できるようにしている。処方変更時には副作
用がないかなど様子観察を行うようにしており、異常
があった場合は医師へ報告し対応している。また、新
人職員に関しては、利用者を把握するまでの間、一
人で服薬の支援は行わないようにしている。

食事内容や水分摂取量を確認したり、腹部マッサー
ジを行う等便秘にならないように配慮している。排泄
チェックでの確認を行い、個々の状態に応じ必要時に
は医師への報告、緩下剤の処方で対応している。

 食事量、水分チェック表を作成し、各自の水分摂取
量の把握をしている。　また、献立表もカロリー計算を
行い栄養バランスが確保できるよう配慮している。水
分量が不足している場合はスポーツドリンク等で補っ
ていただくなどの工夫をしている。

 毎食後、全員、歯磨き、うがいをしてもらうよう声かけ
をしたり、自分でできない方については、準備や口腔
ケアを職員が支援している。また、週２回歯科医の訪
問があり口腔ケアを行なっている。毎食前には嚥下
体操（あいうべ）を行うなど口腔機能の向上に努めて
いる。
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50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

様々な経験をされ個性を持たれた方々が共同
して生活するにあたり、利用者様の性格等を踏
まえある程度自由に過ごして頂いています。居
室で、過ごされいる際はそっと巡視を行なった
り、会話が好きな利用者様には景色を眺めなが
ら楽しくお話ができるように廊下に長椅子を設
置する等の環境に配慮している。

掃きだし戸を採用し、採光のよい明るい家庭的な施
設づくりをして、不快な音や光がないように配慮して
いる。居間や廊下には季節感を感じる飾り付けしてい
る。又、居間、厨房、食堂が一体となっており、生花を
飾ったり、包丁の音、調理の際の料理のにおいなど、
生活感が漂うように、工夫している。また、共有空間
には床暖房を備えており、トイレ・浴室にも暖房設備
をし、急な温度変化に備えられるようにしている。トイ
レや玄関など共有部分はスタッフがすぐに掃除をする
など気持ちよく過ごせるように配慮している。

ホーム周囲に植えられたもみじが紅葉し、玄
関のドアにクリスマスグッズが飾られ、季節
感溢れる設えの中、笑顔の職員が出迎えて
くれる。共用空間の間仕切りの左右に各ユ
ニットが開所し、共用空間はゆったりと座れ
る椅子やテーブルが置かれ、奥の畳の間に
は大型テレビが設けられている。心地良い床
暖房で、中庭の紅葉したもみじを眺めなが
ら、入居者はゆったりと食事をしたり、寛いで
いる。玄関の喫煙コーナーで、食後職員に誘
導されて一服する入居者もあった。

入所時に生活歴等をアセスメントし介護計画にてつな
げているが、入所後も利用者個人の日々の生活に目
を向け家事手伝いなどの役割を持っていただくように
している。また、嗜好品についても把握し、たばこや飲
酒などできるように管理させていただいている。

買い物の日、四季折々の花見・喫茶に出かけたり、日
常から、散歩に出かけ屋外へ出かけられるように心
がけている。また、本人が買い物を希望された際や、
感情の起伏があった際など、外出し気分転換できる
ようにしている。

ホーム庭の彼岸花や菖蒲を愛でたり、梅や
チューリップなど季節の花見に出かけたりし
ている。「服を買いに行きたい」との要望で、
定期的な買い物日を設け、声かけをしてい
る。「寒いいかん」、「帰ろう」などもあるが、笑
顔になる機会を設けている。

基本的には事務所で管理するようになっているが、管
理のできる利用者様においては、金額を把握した上
で、小遣い程度の所持金を持たれている利用者様も
おられる。パンやジューズなどの購入をして、楽しみ
の一つにされている。

　本人が希望された際はホームから家族に連
絡したり、家族から連絡が有ったりした場合に
電話を取り次いで会話できるよう支援している。
手紙のやり取りについては、家族への年賀状
作成の支援をしている。
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56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

共用スペースには、手洗いや食後歯磨きが出
来るように、また車椅子でも使用できる洗面台
を設置したり、トイレの場所を間違えないように
大きくわかりやすく表示して自立した生活が送
れるように工夫している。

  入居前家庭で使用されていた家具を、各自持
ち込まれ足り、かぞくの写真を掲示したりして馴
染みの空間作りをしている。使い慣れたタンス
など壊れた際も買い替えをせずに職員が修理
をして可能な限り使用できるようにしている。テ
レビや冷蔵庫も居室に持ち込んで好きな時間
にテレビを見たり、飲物を飲めるように配慮して
いる。

居室入口にも、職員手作りのミニリースが飾
られている。身体の状況に応じて電動ベット
を設置している居室もある。掃き出し窓から
陽光が差し込み、明るい居室には、持ち込ん
だ箪笥の上に伴侶の遺影を飾ったり、誕生
日に職員から贈られた写真入りの色紙が飾
られ、居心地よいと居室なっている。


